
    

     

 

  

 

  

ひがしやま petit 

発行 令和５年５月 

新緑の季節となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

新型コロナウイルスの感染状況が徐々に落ち着きを見せ、区内の地域福祉活動も以前の状態に

戻りつつあります。活動再開後の様子などを本紙でお届けし、少しでも地域活動のお役に立て

ることを願います。 

職 
 

員 紹 介 

生活支援員とは… 

地域の高齢者や障害のある方が、

住み慣れた地域で安心して暮らせ

るよう、利用者の自宅などを訪問

し、生活の困りごとを聴いたり、光

熱費などの支払いをお手伝いしま

す。生活支援員になるには、研修の

受講と登録が必要です。 

日時 ①6月 22日(木) 10:00～14:40 

   ②6月 27日(火) 10:00～14:40 

※①、②ともに受講できる方 

場所 ひと・まち交流館京都  

2階大会議室 

申込締切 6月 16日(金) 

問い合わせ先 京都市社会福祉協議会  

生活支援部 

       TEL：075-354-8734 

地域を支える生活支援員になりませんか？ 
生活支援員養成研修 

小川 大前 
西澤 松本 

髙橋 ☆小田桐 ☆中田 ☆横山 島田 

新しい職員☆3 名

が入りました！ 

今後ともよろしく

お願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

発行者 社会福祉法人京都市東山区社会福祉協議会  

       東山区ボランティアセンター 

協力   東山区地域支え合い活動創出コーディネーター 

〒605-0863 京都市東山区五条通大和大路 

東入５丁目梅林町５７６－５「やすらぎ・ふれあい館」 

☎ 075-551-4849 FAX 075-551-4858 

地域密着型ケアセンターいまくまの 

素敵な作品を 

やすらぎ・ふれあい館で 

展示しています。 

ケアセンターいまくまのは、小規模多機能型居宅介護と認知症対応型共同生活介護

（グループホーム）の事業所を併せ持った高齢者施設です。利用者が作成した雑巾を

地域の児童館や障害者施設に寄贈するなど地域とのつながりを大切にし、施設を運営

されています。 

 

ガーデン de 東山 

園芸活動を通じて、高齢者の仲間づくりや健康の

維持・増進を図っています。京都女子大学付属小学

校の授業の一環で、生徒さんと一緒に植えつけや収

穫を行い、世代間交流の機会を創出しています。 

日時：毎週月曜日・木曜日 13:30～15:30 

場所：京都女子大学付属小学校 第 2運動場 

対象：65歳以上の方で園芸に興味のある方 

仲間づくりを求めている方 

会費：500円/月 

主な活動：①野菜を育てて収穫する 

     ②水やり、草引き（当番制） 

 

⓵通い（デイサービス） 

⓶訪問（ホームヘルプ） 

⓷宿泊（ショートステイ） 

を組み合わせて在宅生活

を継続します。 

24時間 365日サービスの 

利用が可能です。 

料金は定額制(月額) 

 

認知症のある要介護者が

共同生活住居において、家

庭的な環境の中で地域住

民と交流をしながら生活

しています。介護スタッフ

による 24 時間体制の介

護、日常生活のお手伝いを

しています。 

利用者の作品 

TEL 075-744-0314（ケアセンターいまくまの） 

京都市東山区今熊野北日吉町 61－10 

小規模多機能型居宅介護 認知症対応型共同生活介護 

インスタグラム ホームページ 

お問い合わせ 

東山区社会福祉協議会(551-4849)まで 

空き室あります！ 

見学・利用希望の方はお問い合わせください。 

(切り絵) 


